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はじめに一―講演者紹介

河田 日本アイソト■プ協会の河田でございます。

今日は,大先輩であります原祀之助先生に「戦後

初のアイソトープ輸入から半世紀―放射線計測の

歩み―」という題でご講演をお願いいたしており

ます。

先生は東京大学薬学部薬学科をご卒業後,直ち

に理学部化学科の大学院に進まれ,理学博士を取

得されました。その後,電気通信大学,理化学研

究所を経て,ア メリカのワシントン州立大学やル

イジアナ州立大学に行かれました。特にルイジア

ナ州立大学とのつなが りが大変深いようです。そ

の後,国連職員になられました。日本に帰られた

時期 もあ りますが,ゥ ィー ンの国際原子力機 関

(IAEA)で 10年 以上活躍 され,LttAの 副部長 も

経験 されました。その後,皆 さん既にご承知 と思

いますが,第二精工舎 (現 セイコーイ ンス ッル

1本講演は,2005年 7月 7日 , 日本アイソトープ協会
の理工学部会インフォーマルミーティング (「第42回

アイソトープ 放射線研究発表会」会場で開催)にお
いて,「戦後初のアイソトープ輸入から半世紀一放射線
計預1の歩み一」と題して行われたものです。講演後,

演者において一部加筆いただきました。

(株))の 社長 としてご活躍にな りました。放射線

測定器などでかかわ り合いを持 った方は非常に多

いのではないかと思います。いまは葉山にご在住

で,(株)は やまキャピタルの代表取締役を務めて

おられます。

先生は勲三等旭 日中綬章をはじめ,ス ウェーデ

ン,オ ース トリア等か らいろいろな勲章等 を受章

しておられます。

それかし,国連工業開発機関 (lINIDO)と いう,

開発途上国における工業開発の促進を目標 とした

国際機関から親善大使 という肩書 きをお持ちだと

伺つてお ります。それでは原先生,よ ろしくお願

い申し上げます。

原 河田先生,ど うもあ りが とうございました。

本 日はこのような学会の諸先生方のところにお呼

びいただきまして,おりがとぅございます。私は

学会を離れて三十余年,そ の後は中小企業の経営
に携わっていました。セイコーインスッルメンッ

(当 時)を 退職 しましたら,今度は政府の資金が投

入されたペルティエ素子 を製品化するベンチャー

企業の世話 を してお ります。私 は葉 山の住民で

「(株)は やまキャピタル」 という会社 を作 り,資金

集めをしています。

*   *   *
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戦後初のアイツ トープ輸入

第二次世界大戦後,最初のアイソトープが日

本にどのように入つてきたのかというお話から

始めます。本日,会場にある様々な研究発表の

展示パネルを拝見 し, また,現在の日本アイソ

トープ協会のご活躍も知ると,なぜここまでア

イソトープの利用が発展してきたのでしょうか

という素朴な疑間が湧いてきます。それは決し

て断続 的 な もので はあ りませ ん。先 ほ ど

UNIDOの 話 も出ましたが,私 は開発途上国ヘ

の技術移転にも関与していますが,科学や技術

は決して断続的には育たないのです。ベースが

必要です。今のアイソトープならびに放射線の

利用,その計測器の発展というのは,や はり半

世紀前のアイソトープの輸入に原点があり,そ
れから連続的にここまで発展 してきたというこ

とを最初に申し上げたいと思います。

あの輸入第 1号のアイソトープの入った缶を

開けた折,開け方に関するマニュアルがきちん

とできており,こ れを私は全部翻訳いたしまし

た。斎藤信房先生のお言葉によると,「勝手に

やるものではない。/_t部手順に従ってやらなけ

ればだめです。自己判断でやっても物事はうま

くいきませんJ。 これは実に立派なお言葉で,2
～3時間かかつてマニュアルの翻訳をして,そ
れに従いました。

研究にしろ,会社の経営にしろ,思いつきで

やってもだめで,やはり地道に過去を検証し,

ステップ・バイ・ステップでやらなければなり

ません。このようなことを,私は今から半世紀

前,ア イソトープの輸入ということから学ばせ

ていただきました。私の人生に大きな影響を与

えた 50年前の話をお聞きいただきたいと思い

ます。

私の生家は製薬を家業としており,生まれた

ときから薬学をやるものだと思っていました。

しかし,薬学部を出たとき,私の指導教授であ

る落合英二先生が「君は実家の薬屋をやる気は

ないだろう」と言われ,「ありません」と答え

――――― 今回の話に登場する関係者 一一一一―

【理研 *・ 仁科研究室】

仁科 芳雄

山崎 文男

杉本 朝雄

I東大・木村研究室】

木村健二郎 斎藤 信房

齋藤 一夫 山寺 秀雄

原 祀之助 長島 弘三

池田 長生

*当時は,戦後の財閥解体により「(株)科学研究所」
(科研)の時代であったが,創立以来の通称「理研」
も関係者の間でよく使われていた。

たら,「では理学部の本村 さんのところへ行 つ

て,放射線 とX線を勉強 してこいJと 言われ

ました。こうして木村研究室にお世話になった

のがそもそもの発端です。木村健二郎先生の下

で,「 あなた, どうせこれからいろいろなこと

を学ばなければならないのだから,ア イソトー

プの取 り扱いもやりなさい」ということで:や
らせていただきました。

当時,私は日記をつけていて,その手帳が残

つております。また,本村先生の日記も残って

います。それから,斎藤信房先生から非常に貴

重なアドバイスをいろいろいただき,その上,`
先生のところに残っていた貴車な写真もお借 り

することができました。そのような記録を参考

にして, お話 しいたします。

仁科芳雄先生が戦後何 とかしてアイソトープ

を輸入 したい との願いか ら, Amc五 can Philo―

sophicd Socictyの 600ド ルの基金を使い,ア ン

チモン 125sbを 輸入されました。その時の日記

を見ますと,ア イソトープ到着に関し,3月 28

日に山崎文男先生と2人で,理化学研究所 (理

研)で打ち合わせをしています。

1950年 4月 10日 にアイツ トープ到着

池田長生先生が木村健二郎先生のご子虐、,木
村幹先生から聞かれた話によると,当 時の連合

軍司令部のジョージ・ャマシロという日系 2世

の方から,ア イソトープが4月 に来るという話

を仁科先生と木村先生は聞かれました。その言

葉通 り昭和 25(1950)年 4月 9日 に横浜にアイ

ソ トープが到着 しました。当時理研 にご在籍
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写真 1 原子炉で作 られたアイソ トープが昭Tl1 25年

4月 10日 初めて我が国にもたらされた

(その日の仁科博士と 125sb)

で,その後日本原子力研究所の理事をなさった

杉本朝雄先生が,こ れを受け取 りに行かれまし

た。日記によります と,4月 10日 私は木村先

生とともに理研へ 2時 に行 き,そ こで待ってい

ましたが,夕 方になっても到着 しませんでした。

10日 には到着 しないだろうと本郷に引 き揚

げて,翌 日の朝,ふ と気になって理研に立ち寄

ったら,そ こにアイソトープがありました。杉

本先生に「昨日中に,1着 したんですか。もっと

理研にいればよかった」と私が言つたら,先生

はえらく機嫌が悪かったと, 日記にあります。

「なんで,そんなことおれに聞 くんだ。おれは

横浜で苦労していたんだ。通関できなくて困つ

写真 3 マニュアルを確認・復唱 しなが ら開缶

(中 央左の眼鏡をかけているのが斎藤信房先生,そ
の右が原。斎藤信房先生ご提供)

写真 4 アイソ トープが入っていた容器

円盤のように見えるのが円筒形容器の上部。外側は

遮へい用鉛で,容器中央に直径 2 cm程 度のアルミ

ニウムのカプセルがあり,原子炉で照射されたスズ

が入っていた (斎藤信房先生ご提供)

たよJと 散々怒られたと書いてあります。

それから仁科先生のところで,「箱だけは開

けましょう」と箱だけ開けたのが上の写真です。

箱にはかなり厳重にカギがかかっていました。

盗難の予防でした。鎖までかかっていたのを全

部切 りました。ここまでは理研でやつたと書い

てあ ります。箱だけ開けて本郷に運びました

(写真 112)。

開缶と分離

4月 11日 午前に東京大学理学部の化学教室

まで持ってまいりました。ここから先は本郷で

の話になります。中庭で開けてみたら,真ん中

写真 2 箱の鎖 を切 る
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のところにアンチモンが入っていました。スズ

がターゲットでした。皆,「手で触るわけにい

かない」と言つて,は さみのような道具を持っ

てきました。るつぼばさみだったと思います。

たしか医学部の外科の教室から借 りてきたので

はないかと思います。

次に,シール ドを作らなければいけない。鉛

のシール ドを作 りましたが, どのくらいの厚さ

かの計算もせず,だいたいこのぐらいだろうと

見当をつけました。当時,鉛管の使い捨てたも

のが化学教室に転がっており,それをウォータ

ーバスの中で全部溶かしたらちょうどいい格好
のシール ドになりました。その中心に本の棒を

刺 したところ,本が炭化 してちょうどよい穴が

開きました。そこにアイソトープが入っている

容器を入れ,ア イソトープを容器から取 り出し

ました。写真 314は斎藤先生から貸 していただ
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ていたしました。アイソ トープのアンチモンは

スズがターゲットでした。ビーヵ―に移 して
,

それか らの操作 はシール ドもな しで行いまし

た。普通の実験室で,ス ズとァンチモンの分離

は硫化水素で沈殿 させて行い,こ の時はローリ

ッツェンを使ってお ります。

分離 とインジウムのlII究

分離 してみましたら,ア ンチモンとスズだけ

ではなく,イ ンジウムなどいろいろなアイソ ト

ープが混在 していました。インジウムのアイソ

トープを使って何か研究しようというこ:と にな

り,当時,I分光分析の折,炭素の電極からイ

ンジウムがどのぐらい揮発するか",池 田長生

先生と後に東北大学の教授になられた齋藤一夫

先生が研究なさいました。資料 1の V01狙liza

tion of lndium,こ の貴重な文献は池田先生より

お借 りしたものです。そのほか “アンチモンか

らのインジウムの分離"が,池田先生の論文と

して理研の会報に載っております。原本を池田

先生からお借 りいたしました。貴重な文献だっ

たと思っております。インジウムに関する研究

としてこの 2つ を行いました。

仁科先生の手紙と協会の設立

第 1号の輸入アイソトープの研究以後アイソ
トープの申請は次々と行われました。先日,斎
藤信房先生から「仁科先生が司令部に (輸入を)

要請 した手紙が絶対協会に残っているから,協
会に行って,その手紙をもらってコピーしなさ

い」とお電話をいただきました。先生のお言葉

通リゼネラル・ダグラス・マッカーサー,連合軍

の最高司令官宛の “Inlpo■誠iOn of radiOisotopcs

■om thc Uttcd Sttts"と いう手紙が残 ってお

り,こ れは歴史的なお手紙だろうと思います

(資料 2)。

アイソトープ輸入のため, 日本放射性同位元

素協会――現在の日本アイソトープ協会が設立

されますが,その設立以前は,総理府科学技術

行政協議会 sTAC(Scicnce and Technology

Agcncy)が 輸入母体で した。私 は大学に在籍

しなが ら,申 請書 のお手伝 いを しました。

EROA資金 (占 領地域経済復興資金)の 4,000

ドルを使っていました。

申請するアイソトープとしては,サルファー

(硫黄),フ ォスファー (リ ン),カ ーボン (炭

素)が主だったと思います。混乱したのは, 日

本語の固有名詞に関する英語名です。東京大学

が University of Tokyoに なった り, Tokyo Uni―

v∝siり になったりします。アメリカですと,シ
アトルにある州立のワシントン大学がU五 vcr_

Siげ Of WasttngtOn,WashingtOn U面 versiけ in St

Louisは 私立大学で,全然違う大学です。同じ

こ と は,univcrsity of Miall■lと WLa血 univcr―

shyに もいえます。これをいちいち大学にチェ

ックしても返事が返ってこないのです。ある方

は「TokyO Univcrsityだ」と言 うし,あ る方 は

「univcrsity of Tokyoだ 」と言 い ます。大変手

間がかかりました。子ユ米斗2
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GM計数管
Geigel― ■IIller COunter Tube

O“ ガイガー放電"と 呼ばれ

る電子なだれが連続して陽

Io2全体に広がるため出カパ

ルスは大きいが,エネルギ

ー測定はできない。

・ 初期の放射線計浪Jは GM
計数管。

写真 5

シンチ レー シ ョン検 出器

・ 放射線のエネルギーを吸収

し光を放出する蛍光物質

と,光信号を光電子増倍管

で電気信号に変換し,エネ

ルギーを測定する検出器

・ Nal(TD検出器が代表的

γ線測定用,大容積が比較

的 容 易,高 分 解 能 80%_
FWHM

.写真 6

リコンとグルマニウムを使った半導体検出器が

開発 され,現在はピュアーゲルマニウムの検出

器が広 く使用されています。それでは最初から

ピュアーゲルマの検 出器が出現 したか という

と,決 してそうではあ りません (写真 8)。

やはリシンテレーターの NaIが存在し,それ

から積み上げていき,現在のグルマニウム半導

体の技術が開発されました。ゲルマニウム半導

体検出器に関しても,最初にリチウム ドリフト

が開発され,結晶方法や精製技術の進歩を経て

現在のピュアーグルマニウム半導体検出器に到

達しました。ゲルマニウム半導体検出器の課題

は,液体窒素による冷去「が必要なことでした。

今は小さな型の冷去,器ができて,その問題が解

決しつつあります。

ブラックボックスのソフ トウェア

次に,γ 線のエネルギー涸1定 に関してお話い

たします。ローリッツェン検電器はもちろん
,

ガイガー・ミュラーカウンターではエネルギー

シンチ レー ション検 出器

BGO検出器

・ γ線測定には,原 子番号

(Z)と密度 (ρ )が高い程,

光電効果の確率が高く,検
出効率が高い検出器になる

OZ:BG0 83/Nal(TD53

・ ρ (9/cm3):
BG0 7 13/Na(TD3 67

写真 7

ゲル マニ ウム半導体検 出器

・ 光電効果が高く,γ 線スペク トロ

メータとして使用されている

・ 漏洩電流による雑音を下げるため

液体窒素温度に冷却が必要

・ 初期の Ge(LDからHPCeに進歩 ,

結品の大型化が可能に

(不純物濃度 1010/cm3以下の高純

度ゲルマニウムの採用)

写真 8

が検出できません。シンテレーションカウンタ

ー以後,エ ネルギー測定のためマルチチャンネ

ル波高分析器が開発されました。現在,すべて

がプッシュボタン方式です。ピークの計算 に

は,IEEEの方式 と,日 本の文部科学省のマニ

ュアルの方式が存在 します。それによって機器

にソフ トウェアを組み込み,出現 したピークか

らγ線の強度 を測定 します。ただ,こ の ピー

クの計算がブラックボックス化 しています。使

う人が専門家の場合問題はあ りませんが,専門

家でない方 も測定器を使用 しています。その場

合,答えが正 しいかどうか検証せずに表示され

たデータを信用する、ことになります。

放射線計測ではない例ですが,蛍光 X線の

分析で,かつて新宿の柳町で鉛が大量に検出さ

れ,鉛害だといわれたことがあ ります。 ところ

が,その後この問題は鳴 りをひそめました。他

の元素のピークを誤 つて鉛の 2次 X線のピー

クとしてソフ トが読んでいたのです。こうした

例があ りますから, ソフ トの検証まで自らでき

′
ｂ
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環境 γ線核種分析プログラム

・ ∨BI(∨ isua Button l∩ ter

faCe)を 用いて,使用する

検出器の選択 測定開始
測定条件の設定 分析情報
の設定 分析 分析結果出
力等の演J定手順を簡略化

・ 文音B科学省マニュアル準拠

国産マルチチャンネルアナライザの進歩
ⅣICAス ーパーィンテリジェント7800/

スーパークラフィック7700/DSP 7600

・ 第 1世代 :世界初カラー
CRT採用,∨ME採用 ,

8 kch× 4メ モリ
0第 2世 代 :カ ラータ ッ
チパネル LCD採用,16
kCh× 4メ モリ

・ 第 3世 代 :DSP採 用 ,

4 ch HPce検 出器同時
測定,∪SBメ モリ

写真 lo

るようなMcA(Multi channcl Analyzcr)が 開
発されました。ブラックボックスを全面的に信
用すると,問題が起きるかもしれません。この
可能性が存在するということだけは申し上げた
いと思います (写真 91 lo)。

拡大する応用分野

本研究発表会における発表と展示を見て,過
去 50年 の間にこのように応用分野が広がった
のかと,大変印象づけられました。一番広がっ
ている分野は医学・医療と安全保障です。日本
の場合,安全保障に対 してはあまり関心があり
ませんが, ョーロッパ,ァ メリカでは安全保障
というのは大きな問題です。

放射線計測器の応用に関し,古典的な例とし
てホールボディヵゥンターが挙げられます。シ
ンチレーターを組み込んだ計測器で,人体の安
全性に関係 します (写真 11)。

写真 12は ,コ ンテナを積んだ列車の中に核
物質やアイソトープが入っているかどうかを検

シンチレーション検出器
StandFAST Ⅱ 【立位全身カウン

・ 大型Nal(T)検出器を採用
しており,事故時には二般
の人たちの一次ホールボデ
イカウンターとして利用も
できます。

写真 11

シンチレーション検出器
SGS【 セィフティーガ_ドシステム】

・ 大型有機シンチレータ (プ

ラスチック)や ,He 3中
性子検出器と組み合せて ,

トラック,コ ンテナ,電車
等での放射性物質,核燃料
物質での汚染や違法な移動
を検出する車両モニターに
利用されている。

写真 12

出するシステムです。ゲー トの中心にコンテナ
を積んだ列車が進入し,両側の測定器で検出し
ます。日本は平和な国で関心がありませんが,

今アメリカゃョーロッパが最も怖がっているこ
とは,ァ ィソト_プゃ放射性の廃棄物などをプ
ラスチック爆弾などに詰めて爆発させることで
す。その場合,辺 リー面放身十性物質で汚染され
てしまいます:こ のような爆弾は3ン テナや ト
ラックで輸送される可能性があり,こ の放出は
非常に大きな問題になってぉります。

小型のゲルマニウム検出器
この目的で主にシンテレーターが使われてい

ますが,小型の冷却器を使ったゲルマニウム検
出器システムも開発されています。スタンフォ
ード大学でこの小型冷去,器が開発されました。
もっと小型にした冷却器は美容整形にも応用さ
れます。液体窒素の代わりにこの小型冷去「器を
使います。液体窒素の場合, ドラム缶が必要で
すが,小型冷却器の場合,必要なときのみ使用
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QED
Low‐Level,Low_Densityヽ ″aste Assay System

・ 電気冷却器付 HPCe検 出

器をベースとした放射線廃

棄物渭J定 用高分解能 γ線
スペク トロメータ (HRCS)
です。

写真 13

すればすみます (写真 13)。

このような小型でバッテリー駆動の冷却器が

開発されてその応用分野は大きく広がりまし
た。物質の核査察,放射性物質の移動検出に,

こうしたハンディタイプのグルマニウム検出器
が使われます (写真 14)。  ´

ニッチなマーケット

最後に結論を申し上げます。ァィソトープ及
び放射線計測器の応用は千差万別であります。
応用によってシンテレーターか,小型のグルマ
ニウム検出器かの選択肢があります。その上 ,

技術の進歩が非常に早い,ま た測定する対象も
よく知らなければなりません。放射線計測機器
の開発は計測器メーカーと応用の方との密接な

協力が必要です。

しかしながらマーケットは,ニ ッチで狭い。

言わゆる「す き間市場」で,カ ラーテレビや
DVDと は市場規模が異なります。マーケット

のサイズがほぼ決まっています。グローバルに

見ても,放射線計澳1器や科学機器のメーカーの

売 り上げはおよそ数十億円の規模です。数百

億,数千億の家電製品と異なり,数十億のマー

ケツトですから, どうしてもグループを形成 し

お互いに援助しあう必要があります。

結論―不可欠な産学協同一

結論として,ま ず産学協同は不可欠です。コ

ンテナなどに入っている放射性物質を検出する

ためには,機械メーカーの参加が設計段階から

必要です。放射線計測機器メーカー,機械メー

Detective―EX
【ボータブルガンマ/中性子核種分析器】

・ バツテリー駆動で持ち運び

可 能な 中性 子検 出器 付
HPCe半導体検出器

・ γ線にカロえ,高感度で中性

子を検矢□,カ ラータッチス

クリーンの MCA内蔵

‐      写真 14

カーが手を取 りあって進むべきでしょう。そし

てあと,ソ フトの問題が挙げられます。ソフト

に関して,機器自体にあるソフトゥェアと,シ
ステム全体のソフトウェアの,2つ のソフトウ
エアが必要です。

次に,放射線機器の単体としての開発が挙げ
られます。放射線機器が単体で使われる場合
と,放射線機器がシステムの一部,つ まり計測

機器として使われる場合があります。放射線機

器単体として使われる場合は低レベル廃棄物測

定用,人体全身の放射能分布測定など対象別に

特化する機器の開発が必要です。次いでシステ
ムの一部として将来拡大する応用分野として医

学,環境,核物質の管理,安全保障が挙げられ

ます。

システムとしての将来は,放射性物質の移

動,個人の被ばくのデータ等が全部分かるよう

なシステムが必要ではないでしょうか。放射線

検出用の新 しい素材の開発も課題です。放射線

機器の開発は上述のごとく基礎科学,ソ フトウ
エア,システム,次いで応用文寸象との協力が必

要であり,こ れらを支えるため産学協同が不可

欠であります。  .1
非常に雑駁ではあヽりましたが,以上をもちま

して私の報告と致 します。終わりに斎藤信房先

生より貴重なお写真を,池田長生先生より論文
の別冊を,ま た日本アイソトープ協会,セ イコ

~

―・イージーァンドジー(株)よ り関係の資料を
ご提供いただきました。厚 く御礼申し上げま

す。どうもありがとうございました。

(終 )
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